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金
滞
古
蹴
志
巻
町
一

戦
せ
た
り
。
元
織
の
頃
は
大
た
る
小
屋
な
り
け
ん
。
後
の
小
屋
は
甚

だ
些
少
な
る
建
物
に
て
1

餌
指
小
頭
の
私
宅
に
建
置
く
と
い
へ
り
。

園
事
昌
披
問
答
に
云
ふ
。
餌
指
は
微
妙
公
の
時
よ
り
松
雲
公
の
時
ま

で
、
三
人
扶
持
に
切
米
廿
俵
徐
賜
は
り
‘
御
腐
の
餌
島
を
取
上
る
。

然
る
に
享
保
九
年
に
、
子
弟
等
を
履
の
者
に
召
出
さ
れ
、
=
一
人
扶
持

に
十
五
俵
賜
は
り
、
此
の
役
烏
年
中
雀
三
千

m
k極
り
‘
小
頭
は
三

人
扶
持
に
二
十
俵
賜
は
り
、
役
烏
二
子
初
宛
に
極
り
、
足
級
と
-
列

の
格
に
相
成
る
。
と
あ
り
。
改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る
、
元
秘
十
三

年
十
二
月
郡
方
村
々
人
夫
指
出
方
十
村
役
上
申
書
に
、
御
餌
指
小
鳥

飼
米
、
か
ま
へ
場
業
竹
出
し
申
事
。
同
小
鳥
徳
井
烏
っ
と
等
共
所
々

よ
り
往
来
持
4
9
申
事
。
と
い
ふ
ニ
ヶ
僚
を
事
げ
た
り
。
元
文
三
年
三

月
の
建
書
に
、
金
津
廻
に
て
餌
指
共
燕
取
不
v
申
様
に
被
-
-
仰
出
-
K
付、

共
段
若
年
寄
中
よ
り
夫
々
・
申
渡
有
v
之
候
保
.
御
家
中
之
人
々
も
右
之

趣
相
心
得
候
様
に
可
v

被
昌
由
・
聞
吋
と
あ
り
て
、
燕
を
取
り
餌
烏
と
た
す

事
を
禁
ぜ
ら
れ
た
り
。

O
瀬

戸

町

欝
藩
鷹
匠
膨
方
体
記
に
云
ふ
。
越
前
家
二
代
従
三
位
宰
相
忠
直
、
元

和
九
年
九
月
故
あ
り
て
領
闘
を
波
牧
せ
ら
れ
、
盟
後
の
荻
原
へ
配
流

と
見
ゆ
。
右
成
士
一
円
は
寛
文
十
年
か
天
和
二
年
な
る
ぺ
し
。
此
の

出
令
は
+
二
冊
党
総
事
保
目
中
に
見
ゆ
。
按
宇
る
に
、
賭
士
居
第
に

て
放
銑
の
停
止
は
、
此
の
出
令
よ
り
也
。
と
見
b
た
り
。
但
し
年
中

不
v
支
と
一
試
事
奈
何
.
若
し
は
是
今
の
雨
角
場
の
類
例
欺
と
い
へ
り
。

。
滋
野
下
川
除
町

元
総
丸
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
浅
野
町
下
川
除
町
。
と
見
h
・

同
三
年
火
災
記
民
、
下
鴻
野
町
の
次
に
洩
野
川
河
除
町
を
載
せ
た

り
。
今
此
の
町
名
絶
え
た
り
。

。
滋
野
町
謹
縞
寺

東
源
民
宗
道
場
也
。
明
細
援
に
、
営
寺
開
基
慶
長
十
六
年
四
月
玄
骨
骨

与
一
宮
僑
創
立
す
0

・
と
記
蛾
せ
し
而
己
に
て
、
慶
長
十
六
年
以
来
袋
に

居
住
す

ιい
へ
り
。
三
簡
屋
版
六
用
集
に
も
、
蓮
繭
寺
浅
野
町
。
と
あ

O
不
破
氏
下
部
跡

延
貨
の
金
滞
聞
に
不
破
彦
三
の
下
邸
を
下
に
掲
げ
た
る
如
〈
載
せ
た

り
。
又
不
破
平
左
街
門
の
邸
地
も
、
元
は
下
邸
な
る
ぺ
し
。
元
総
六

年
の
士
幌
K
・
不
破
平
左
衛
門
浅
野
町
寺
西
石
見
下
屋
毅
近
所
。
と

あ
り
。
又
右
解
指
町
は
飛
地
な
る
べ
し
。

金
海
古
蹟
志
畠
骨
骨
一

... ，、

せ
ら
れ
た
り
。
忠
芭
入
道
せ
ら
れ
、
一
一
仰
と
銃
す
。
此
時
越
前
出
識
に

扶
持
せ
ら
れ
し
臆
の
餌
指
共
数
名
、
流
浪
の
身
と
成
り
金
揮
に
来
り

け
る
を
、
利
常
卿
召
抱
え
ら
れ
‘
宅
地
を
浅
野
町
餌
指
町
の
尻
地
に
於

て
賜
は
り
、
町
名
を
越
前
町
と
mmす
。
然
る
を
後
に
瀬
戸
町
と
改
稿

す
。
右
餌
指
の
子
孫
、
後
鷹
役
に
立
身
せ
し
も
の
多
し
と
あ
り
。

O
濃
野
角
場
跡

三
州
志
来
因
概
覧
附
録
に
一
式
ふ
。
雨
角
場
は
培
泉
と
浅
野
也
。
増
泉

は
元
総
二
年
、
務
野
は
同
=
一
年
に
普
請
成
り
、
作
事
所
よ
り
引
渡
せ

り
と
。
但
し
異
風
裁
許
字
国
惣
兵
衛
・
奥
村
尚
兵
衛
よ
り
の
願
陀
依

り
て
作
ら
せ
ら
る
L
由
也
。
増
泉
は
今
は
大
豆
田
角
場
と
唱
ふ
れ
ど

も
‘
本
名
は
増
泉
た
り
。
是
よ
り
先
、
高
治
二
年
正
月
朔
日
の
出
令

に
、
放
銃
如
a
前
衆
-
白
昌
凶
月
朔
日
-
及
昌
七
月
朔
日
一
於
=
居
第
内
-
演
放
許

完
，
但
樹
上
之
鳥
、
上
星
射
越
遠
慮
。
と
い
ひ
.
寛
文
三
年
六
月
三
日

の
出
令
に
、
犀
川
榎
畑
の
下
が
け
、
浅
野
川
観
音
山
の
下
雨
所
に
て
、

緒
士
井
陪
臣
等
鳥
銃
演
放
可
v
有
v
之
、
居
宅
の
外
所
々
に
て
放
っ
事

竪
停
止
。
と
い
弘
、
同
五
年
三
月
廿
八
日
の
出
令
に
、
茶
臼
山
に

τ

放
銑
停
止
と
い
弘
、
文
成
十
二
月
朔
日
の
出
令
に
、
金
海
士
第
に
て

放
銃
停
止
、
卯
辰
山
・
犀
川
・
灘
野
川
の
岸
三
ヶ
所
演
放
年
中
不
v
支。
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